
有識者検討会議を踏まえた主な取組

➢ 犯罪被害者全般（性犯罪等を含む）にかかる多機関ワンストップ支援サービスの取組として、令和８年度から
「犯罪被害者等支援コーディネーター（都道府県の総合的対応窓口）」を配置予定。

➢ コーディネーター業務は、犯罪被害者支援を行っている「大阪被害者支援アドボカシーセンター」へ委託し、予算を増額。
（第１回検討会議 資料１「犯罪被害者等の支援体制」参照）

犯罪被害者支援

資料５

第４回「大阪府性犯罪・性暴力被害者支援有識者検討会議」（令和８年３月24日）

１

先進的な都道府県の取組を参考とした多機関ワンストップ支援センターサービスの取組み（例）

警察庁「警察庁「地方における途切れない支援の提供体制の強化に関する有識者検討会」より



➢ 性被害者の約半数は、未成年が占めているが、「ウィズユーおおさか」への相談は、電話か面談に限られている。
➢ 若年層が普段から利用しているSNSを活用し、音声通話だけでなく、チャットでの相談開設に向け、

令和８年度予算において、SNS相談の実施に向けたシステム構築等に必要な予算を計上。
（第１回検討会議 資料２「ワンストップ支援センターの支援状況等調査」、資料３「性暴力救援センター・大阪SACHICOの今までとこれから」参照）

SNS相談

２

➢ 関係部局と連携し、教職員が適切に指導できるよう、研修会等で「ウィズユーおおさか」の周知や講演を実施。
（第２回検討会議 資料３「３．学校における性に関する指導」参照）来年度は、支援学校でも実施予定。

➢ 市町村の関係会議とも連携のうえ、「ウィズユーおおさか」から講師を派遣し、講演を実施。

性に関する指導、講演等

連携機関 令和７年度の講演等の概要

大阪府教育庁
・府立学校長による「ウィズユーおおさか」の施設見学、研修
・文部科学省、大阪府教育庁主催の「性に関する研修会」における「ウィズユーおおさか」の周知

大阪府商工労働部 ・各高等職業技術専門校及び大阪障害者職業能力開発校の指導員向け研修会における「ウィズユーおおさか」の講演

貝塚市 ・配偶者からの暴力防止に関する関係課連絡会議における「ウィズユーおおさか」の講演

熊取町 ・熊取町子ども相談ネットワーク会議（要保護児童対策地域協議会）の研修会における「ウィズユーおおさか」の講演

泉佐野市 ・泉佐野市総合相談事業連絡会議における「ウィズユーおおさか」の講演

➢ ワンストップ支援センターの支援員が15名と少ないことから、センターの運営や性被害者支援の安定化・継続化
に向けては、支援員の増員を図る必要。（第１回検討会議 資料２「ワンストップ支援センターの支援状況等調査」参照）

➢ 支援センターや連携機関で、支援にあたる人材を育成するため、性暴力被害者支援セミナー（支援員養成講座）を開催。
受講者のうち、支援員を希望する10名超について、現在、「ウィズユーおおさか」において実習訓練中。

➢ あわせて、ボランタリー精神に頼るのではなく、支援員の確保・増員に向け、令和８年度予算では必要な人件費を増額。
※「ウィズユーおおさか」支援員の人件費予算：来年度から日中２名→３名、夜間１名→２名に増
（第１回検討会議 資料２「ワンストップ支援センターの支援状況等調査」参照）

支援員の増員



３

➢ 当会議の委員、オブザーバー（大阪SACHICO、被害当事者等）の意見を反映した「ウィズユーおおさか」のチラシを作成。
大阪府のホームページやSNS等への掲載のほか、チラシを10万部印刷し、関係機関と連携して配布。

➢ ジェクス株式会社のご協力により、啓発用ポケットティッシュを20,000個作成。犯罪被害者月間等のイベントで配布。
➢ 緊急避妊薬のスイッチOTC化に伴い、府健康医療部と連携して、 「ウィズユーおおさか」や「にんしんSOS」を周知する

カードを作成。府内の薬局に配布し、緊急避妊薬の購入者に渡していただくよう調整中。

広報・啓発

「ウィズユーおおさか」周知チラシ 啓発用ポケットティッシュ
（「ジェクス株式会社」作成協力）

協力医療機関への配布カード
（「ウィズユーおおさか」作成）

薬局への配布カード（表裏）


